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Abstract
It is not adequate to use the organic substances for nitrogen sources on the
seeds strains multiplating cultivation in the isolatin techniques of the corn seed
hemicellulose-decomposing bacteria from corn seed.
The following components was employed as a basal medium throughout this
work: K2HP04, MgSO4) NaNO3 added hemicellulose, ca. Q.5%.
緒言
































































































































































































































　　　　　　　一　　 　　 　 日数
第6図　分離colonyの総合結果　一●一嫌気培養，一▲一好気培養
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考 察
　1．　4種類の有機N物を0．1％から1，0％まで濃度を変えて培養した結果，trt2（即ち粘
度低下秒数）に及ぼす影響の一例から分る様に，0．1％，0．2彩の濃さで加えたHemi。の影響
が全然見えれなかった。この様な事実はこれまでの実験においてしばしば見られた。これらに
関して山田ら（9）が高温性繊維素分解菌の分離において，ペプトン＋肉汁，のごときは雑菌の増
殖のみをうながし，繊維素分解に悪影響があると指摘している場合と非常に似ている。本実験
でも集菌の段階での有機N物の使用は全く不適当であると思う。
　互．基本培地（∬）のK2HPO4，0，05彩，MgSO4，0，01彩，NaNO3，0．2彩（10）は繊維素
分解菌に適する培地組成を借用した。Hemicellulase活性と培地Hemi濃度は0．5彩まで平行
しており1．0彩になると頭打ちが見られた。繁殖についても同様の傾向であった。PHについ
ては0．5彩の場合，PH6．2で変わらないのが注目される。とにかくC源としては完全なHemi．
のみで分解菌が繁殖していることは明瞭である。
　皿．基本培地（∬）でHemi．分解菌の集菌強化の可能性が判ったので，これを菌種として純
粋分離を試みた。さて∬の実験において菌の繁殖の模様は液全体に濁りを生じていた事から嫌
気性菌の存在も考えられ，純粋分離にあたって，好気，嫌気両培養法を用いた。その結果出現
したcolony何れも活性が認められた。ただ活性ののび方からみると好気培養の方がよかっ
た。坂口（11）が乳酸菌などで野生のものに好気性のものが散見され，現在実用化されている乳
酸菌ももとは栄養要求の少ない好気性のものではなかったかなどと考察している事と関連して
極めて興味深い点である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　1．Com　see（1よりCom　seed　Hemi．分解菌分離に当って，集菌の段階での有機N物の
使用は不適当である。
　2．K2HPO4，MgSO4，NaNO3にH：emi．を0．5彩程度加えたもので，Hemi．分解菌の純
粋分離が可能である。
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